








Heilmethode oder Freude am Leben?



























































































































































































































































































































































































































療法とともに心身障害の治療法として定着。Trudi Schoop, Won’ t you join the dance?（『からだの
声を聞いてごらん』平井他訳，小学館スクウェア，2000）Joan Chodorow, Dance Therapy and 






７） Nicolas Andry, Orthopaedia or the art of correcting and preventing deformities in children, 1743
  三井悦子「N. アンドリーの治療的運動論の検討」『体育史研究』第10号，1993
８） 三井悦子「19世紀末ヨーロッパにおける医療体操の史的考察」『奈良女子大学文学部研究年
報』第29号，1985
９） 三井悦子「D. G. M. シュレーバーのトゥルネン推奨論について─国家復興期における国民の
健康─」『スポーツ史研究』第12号，1999
  三井悦子「青年医師シュレーバーにおける自然と身体─禁止令下のトゥルネン推奨の論理
─」『椙山女学園大学研究論集』第31号，社会科学篇，2000
10） 三井悦子「治療的な身体運動におけるからだの解放に関する考察」『奈良女子大学文学部研
究年報』第33号，1990及び前掲８）
11） 中川米造『学問の生命』佼成出版社，1991，p. 69，182–183
12） 鏡像の論理を借りれば，科学が明らかにすることのできる身体は鏡に映し出される身体に限
定される。本稿が明らかにしたい身体は鏡には映し出されることのない身体，すなわち，鏡の
向う側にある身体である。したがって，鏡に映し出されない，見えない身体で起こっているこ
─　　─66
三　井　悦　子
とを，身体からそのまま直に受け取り，教わるということだけが可能である。ここで語られた
ことは，なによりも身体が発する声を聞き取ることへの信頼の上に立っている。それは「科学
的知」に対する「経験知」とも呼ぶべき，もう一つの「知」の地平への信頼でもある。
13） 残念なことに，このような「身体」について語ることには障害が多い。まずは，それが，個
別のからだ体験として，個別のからだに起こっていることがらである（つまり再現性がない）
こと。つぎに，数値や映像によって「わたしの身体」を提示され，説明されることに，われわ
れ自身がいつのまにか馴らされてきた，そういう者にとって，自分の身体の感覚はあまりにも
あやふやなものと映る（つまり目に見えない）ということ。そしてもうひとつ，数値や映像に
は現われてこない，科学を超えた現象を言説化するための「ことば」を共有していない（事実
が科学の先を行っている）ことがあげられる。
14）ジョルジュ・バタイユ『非–知　閉じざる思考』西谷修訳，平凡社，1999
15） 市川浩『「身」の構造　身体論を超えて』講談社学術文庫，2000
16） 野口三千三『原初生命体としての人間』三笠書房，1972
17） 林竹二・竹内敏晴『からだ＝魂のドラマ　「生きる力」が目覚めるために』
18） 三井悦子「『体ほぐし』の『からだ』とはなにか」スポーツ史学会会報『ひすぽ』52号
19） 三井悦子「じか–から–からだということについて」『女子体育』女子体育連盟編，2005年１
月号，論説
20） 現在もなお実施されているクナイプ療法は，19世紀ドイツのクナイプ神父によって始めら
れたスパと身体運動と生薬など自然療法中心の医療。これに関する書物として，わが国には，
今井良久『クナイプ自然療法　上　ドイツ保養地の施設と制度』1993，『クナイプ自然療法　
下　保養地療法の実際と意義』1994などがある。
付記　本稿は，期せずして筆者のこれまでの医療体操史研究の経緯を整理し，今後の研究スタン
スを確認する作業となった。現在の地点にたつことができたのは，西洋生まれのスポーツ文化
の源流を探るべくその生活の中に身をおきながら，同時にそれらを相対化する視点を持つこと
ができたからである。その機会（2003年４月より１年間のハイデルベルク大学での海外研修）
を与えて下さった椙山女学園大学に，この場をお借りして心から感謝の意を表したい。
